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GPM/DPRアルゴリズム開発のためのKa帯FMCWレーダによる地上降水観測計画
Dual Ka-band radar field campaign for GPM/DPR algorithm development
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GPM（全球降水観測計画）の主衛星に搭載されるDPR（二周波降水レーダ）による降水強度推定アルゴリズムの開発・
検証を行うために、独立行政法人宇宙航空研究機構（以降、JAXA）は 2台の Ka帯 FMCWレーダ（以降、Kaレーダ）
を開発し、平成 22年度から日本各地で衛星の打ち上げ前地上検証観測（以降、打ち上げ前地上検証実験）を実施してい
る。また、打ち上げ前地上検証実験に先立ち、独立行政法人情報通信研究機構（以降、NICT）は、平成 21年度に移動
式地上降水観測システムを開発し、沖縄での比較検証実験を行い、打ち上げ前地上検証実験の開始に伴い 2台の Kaレー
ダと共に観測を実施している。
　 2台の Kaレータの送信周波数は、ともに 35.25GHz、レータ方式は周波数変調（FMCW）方式である。1台のレー

タに送信と受信用の直径 1.2 mのオフセットパラボラアンテナを備えている。アンテナビーム幅は 0.6°以下である。
　この 2台の Kaレーダを対向する場所に設置し、レーダ間の降水を観測することにより、Ka帯における等価レーダ

反射因子Zeと減衰係数kの関係（k-Ze関係）を観測から明らかにすることを目的としている。降雨に関しては、沖縄、筑
波において実施し、降雪に関しては、長岡、札幌で実施する。また 2台の Kaレーダを富士山の５合目と麓に設置し、2
台のレーダの間に融解層を挟んだ観測も試みた。
　今回は、Kaレーダによる地上降水観測計画と観測結果について報告する。
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